













































Jetzt, eine Soziologie von Soziologie






































































Theory and Social Structure (1949,rev.ed.,1957)、
ダーレンドルフ(Dahrendorf,R.)のHomo Sociologicus 
(1959)、ベル(Bell,D.)のThe Coming of Post-Industrial 
Society (1973)、 ハ ー バ マ ス (Habermas,J.) の
Strukturwandel der Öffentlichkeit (1962)、Theorie 





































































術化（ 魔術からの世界解放 ）の時代が、実は「 究
極かつもっとも崇高なさまざまの価値 」が公の舞
台から退き、神秘主義的生活の中に隠蔽されて、






に「 無意味な進歩性 」を語っている。私が、「『 有
機的 』と『 有機体的 』」論文（2013）で指摘した問
題性も、ここにある。彼は、トルストイの到達し
た問と解（「 死とは意味ある現象であるかいな
か 」）を引用し、「 生きるに飽く 」共同性（ 有機体
的─筆者 ）と「 生きるを厭う 」文明性（ 有機的─
同 ）との違いを明確にして、「 学問の職分＝価

























































































































































論の世界 」と行為という「 実践的世界 」との間に
は、社会学徒なる人間が存在することになる。社




講演「 社会学と社会学徒 」（Die Soziologie und 
Soziologen,1967）で、社会学固有の緊急性を帯び
た壮大なテーマとしてこのテーマを掘り下げる。
ウェーバーが『 職業としての学問 』で問うた「 教
壇上の予言 」と「 真正の予言 」の関係は、ダーレ







































































































































































































































































































































　「 イザヤ書 」は、通常「 予言の書 」と言われる。
ウェーバーの比較宗教社会学での展開が、苦難（ 受







































































の比較宗教社会学は、「 変革の社会学 」（Bendix,R., 
Max Weber,1962）とか「 ブレイク・スルーの社会





































































ウェーバーは、「 序説 」において、「 模範的予言 」
（die exemplarische Prophetie）と「 使命的予言 」









































ていた神の所有 」でなく、逆に「 価値すくなし 」
と評価される社会層に典型であることを、明言す
る。そこでは、「 行動的禁欲主義 」は、「 プロテス
タンティズムの倫理と資本主義の精神 」（ 以下「 プ















どの興味はない。むしろ、「 古く 」はない「 新し
い 」テーマ（ 近代社会における「 近代 」とは、そ






































































































ナ ム（Putnam,R.）の「 社 会 関 係 資 本 」（Social 
Capital）とも通底する。特にウェーバーがフラン
ク リ ン（Franklin,B.）に 従 い「 信 用（ 誠 実 と 公



































に、宗教的理由から「 義務の観念 」＝「 社会的倫
理 」と結びついている。「 労働を義務として負う 」

















































































































動 」（「 プロ倫 」）であるとし、「 神の栄光のため


































































Bendix,R., Max Weber, 1962.
Bickel,C., “Gemeinschaft” als kritische Begriff bei 
Tönnies, in Renaissance der Gemeinschaft?, 1990.
Dahrendorf,R., Homo Sociologicus, 1959. ( 橋 本 和 幸 訳、
『 ホモ・ソシオロジクス 』1973,ミネルヴァ書房。
Dahrendorf,R., Out of Utopia, in Essays in the Theory of 
Society, 1968.（ 橋本和幸・鈴木正仁・平松闊訳、『 ユー
トピアからの脱出 』1975, ミネルヴァ書房 ）。
Dahrendorf,R., Values and Social Science, in Essays in 
the Theory of Society, 1968. （ 橋本和幸・鈴木正仁・平
松闊訳、『 価値と社会科学 』1976、ミネルヴァ書房 ）。
Dahrendorf,R., Sociology and Sociologist, in Essays in the 
Theory of Society,1967.（ 橋本和幸・鈴木正仁・平松闊訳、
『 価値と社会科学 』、1976、ミネルヴァ書房 ）。
Durkheim,È., Le suicide,1897. （ 宮島喬訳、1985,中公文庫 ）。




橋本和幸、「 ルネッサンス？」『 ソシオロジ 』第32巻２号、
1992。
橋本和幸、「『 有機的 』と『 有機体的 』─コミュニティ論の
基礎視角 」『 北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部
研究紀要 』第６号、2013。
犬養道子、『 旧約聖書物語 』1977、新潮社。 
門倉貴史、『 ワーキングプア 』、2006、宝島社新書。
Melucci,A., Nomads of the Present,1989.（ 山之内靖他訳、
『 現在に生きる遊牧民 』、1997、岩波書店 ）。
三浦展、『 下流社会 』、2005、光文社新書。
Münch,R.,Theorie des Handelns, zur Rekonstruktion der 
Beitrage von Talcott Parsons, Émile Durkheim und Max 
Weber. 1982
Nietzsche,F.W., Der Wille zur Macht,1901.（ 原佑訳、1967、
河出書房 ）。
Parsons,T., The Structure of Social Action,1962.
Putnam,R., Making Democracy Work、1993.（ 河田潤一訳、
『 哲学する民主主義 』,2001）。
Putnam,R.(ed.), Democracies in Flux, 2001.（ 猪口孝訳、『 流
動化する民主主義 』,2013）。
Rawls,J., The Law of Peoples,1999. 














































und“Gesellschaft”, in Renaissance der Gemeinschaft?, 
1990.   
Weber,M.,Die Wirtschaftsethik der Weltreligionen ─
Vergleichende religionssoziologische Versuche ─
Einleitung, in Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie, 
Bd.Ⅰ,1920. （ 林武訳、「 世界宗教の経済倫理 」序説、
『 ウェーバー 宗教・社会論集 』、1968、河出書房 ）。
Weber,M., Die protestantische Sekten und der Geist des 
Kapitalismus, in Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie, 
Bd.Ⅰ,1920. （ 阿部行蔵訳、「 プロテスタンティズムの
倫理と資本主義の精神 」、『 世界大思想全集 ウェーバー 
社会・宗教・科学 』1956、河出書房 ）。
Weber,M., Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie, 
Bd.Ⅱ, 1921.（ 安藤英治訳、「 アジア宗教の一般的性格 」
『 ウェーバー宗教・社会論集 』1968, 河出書房 ）。
Weber,M., Über einige Kategorien der verstehenden 
Soziologie, in Gesammelte Aufsätze zur Wissenschaftslehre, 
1922.（ 林道義訳、『 理解社会学のカテゴリー』1968, 
岩波文庫 ）。
Weber,M., Wissenschaft als Beruf, in Gesammelte Aufsätze 
zur Wissenschaftlehre, 1922.（ 尾高邦雄訳、2012［93］、
岩波書店 ）。
吉田竜司、「 重油流出による社会・経済的影響の調査 遊
びと禊ぎの間─「 重油災害ボランティアセンター」に
おける長期一般ボランティアの社会的世界─、『 ナホト
カ号沈没に伴う日本海沿岸地域への被害に関する社会
経済的・生態的影響調査 』、1999、富山大学環日本海
地域研究センター。
北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要 第７号（2014年度）
− 218 −
